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～北海道550万人と共に創る「力強い農業」と「豊かな魅力ある農村」～

JAところ

まさひろ

若者若者
次 世 代 を 担 う

たち
～玉葱の播種作業を行う中島賢人さん～

（紹介は８ページ）
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ー
常
呂
町
玉
葱
振
興
会
・
青
年
部
通
常
総
会
ー

ー
常
呂
町
甜
菜
振
興
対
策
協
議
会
通
常
総
会
ー

　

同
振
興
会
通
常
総
会
の
開
会
に
先
立
ち
、

泉
会
長
は
令
和
元
年
産
の
概
況
と
現
在
ま
で

の
事
業
経
過
を
含
め
た
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

来
賓
に
当
Ｊ
Ａ
川
上
和
則
組
合
長
、

江
田
哲
副
組
合
長
、
羽
石
規
靖
理
事
、

中
四
国
方
面
の
市
場
担
当
者
（
５

社
）
、
そ
の
他
関
係
機
関
の
方
々
が

出
席
し
、
各
社
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
、
通
常
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
岐
阜
地
区
の
那
須
久
雄
氏
が
選

出
さ
れ
議
案
審
議
に
移
り
、
会
員
の
皆
様
か

ら
の
活
発
な
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、

全
議
案
共
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

振
興
会
の
総
会
終
了
後
、
引
き
続
き
同
青

年
部
の
通
常
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
今
橋
部
長
の
開
会
挨
拶
に

続
き
、
同
振
興
会
の
泉
会
長
か
ら
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
共
立
地
区
の
安
藤
貴
彦
氏
を
選

出
し
て
、
議
案
審
議
に
移
り
ま
し
た
。
慎
重

審
議
の
結
果
、

全
議
案
共
に
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
て
の
総
会

終
了
後
、
懇
親

会
を
開
催
し
、

来
賓
と
の
意
見

交
換
を
交
え
な

が
ら
盛
況
下
の

内
に
無
事
終
了

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和

元
年
産
の
玉
葱

の
総
反
収
は
６
，

２
５
８
kg
／
10

ａ
と
な
り
ま
し

た
。

昨
年
を
上
回
る
高
収
量

開会挨拶を述べる泉会長

同日に玉葱振興会青年部の通常総会も行われました

原
料
甜
菜
平
均
収
量
全
道
１
位
に
な
る
!!

原
料
甜
菜
平
均
収
量
全
道
１
位
に
な
る
!!

　

常
呂
町
甜
菜
振
興
対
策
協
議
会
（
植
松
孝

雄
会
長
）
は
２
月
６
日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
で
第

61
回
常
呂
町
甜
菜
振
興
対
策
協
議
会
通
常

総
会
を
開
き
来
賓
６
人
、
役
員
12
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
植
松
会
長
よ
り
令
和
元
年

度
の
甜
菜
作
況
状
況
の
報
告
を
含
め
た
挨
拶

の
後
、
来
賓
の
当
Ｊ
Ａ
川
上
組
合
長
・
日
甜

美
幌
製
糖
所
小
島
洋
司
所
長
よ
り
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
令
和
元
年
度
高
収
量
者
３
名

（
１
ha
あ
た
り
の
収
量
が
１
０
０
ｔ
を
超
え

る
記
録
を
樹
立
）
に
植
松
会
長
よ
り
表
彰
を

行
い
、
続
い
て
日
甜
常
呂
原
料
事
務
所
２
名

に
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰

後
、
植
松
会
長
が
議
長
を
兼
任
し
議
案
審
議

に
入
り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
書
の

承
認
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
（
案
）
・
収

支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
、
原
案
通
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ

総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
原
料
甜
菜
の
生
産
実
績
は

全
道
で
平
均
収
量
70
・
74
ｔ
／
ha
、
糖
分
は

16
・
８
％
と
な
り
、
本
町
で
は
、
平
均
収
量

が
全
道
一
と
な
る
84
・
15
ｔ
／
ha
、
糖
分
は

16
・
７
％
で
し
た
。
５
月
の
強
風
に
よ
り
一

部
植
え
直
し
な
ど
被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
天
候
が
順
調
だ
っ
た
こ
と
や
、
生

産
者
の
努
力
に
よ
り
全
道
一
と
い
う
高
収
量

を
確
保
し
歴
史
に
残
る
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
も
甜
菜
の
生
産
や
面
積
増
に

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
甜
菜
耕
作
者
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

開会挨拶を述べる
植松会長

総会に出席した皆さん

　
常
呂
町
玉
葱
振
興
会
（
泉
直
喜
会
長
）
、

青
年
部
（
今
橋
賢
一
部
長
）
は
１
月
24
日
、

網
走
市
の
網
走
湖
荘
で
玉
葱
振
興
会
第
53

回
通
常
総
会
（
会
員
・
来
賓
合
わ
せ
65
人

出
席
）
、
玉
葱
振
興
会
青
年
部
第
48
回
通

常
総
会
（
部
員
・
来
賓
合
わ
せ
28
人
出
席
）

を
開
き
ま
し
た
の
で
概
要
を
報
告
し
ま
す
。
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常
呂
町
農
業
担
い
手
受
入
協
議

会
（
林
健
志
会
長
）
は
２
月
６
日
、

Ｊ
Ａ
会
議
室
で
第
21
回
通
常
総
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
当
Ｊ
Ａ
の
川
上
組
合

長
、
北
見
市
常
呂
総
合
支
所
産
業

　

Ｊ
Ａ
と
こ
ろ
青
年
部
（
安
藤
貴

彦
部
長
）
は
１
月
14
日
、
端
野
町

公
民
館
で
研
修
会
、
ボ
ウ
ル
北
見

で
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
開
き
、
部

員
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
研
修
会
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

は
、
部
員
の
知
識
や
情
報
の
収
集

と
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
交
流

を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

同
研
修
会
は
、
清
尾
佳
祐
書
記

長
が
講
師
と
な
り
、
Ｊ
Ａ
青
年
部

組
織
や
意
義
に
つ
い
て
の
講
義
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
今
後
の

青
年
部
活
動
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
で
は
、
グ
ル
ー
プ

対
抗
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
開
催

さ
れ
、
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア
な

ど
の
好
プ
レ
ー
が
連
発
し
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
終
了
後
は
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
、
部
員
同
士
の
親

睦
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

総会に出席した皆さん

〜
常
呂
町
農
業
担
い
手
受
入
協
議
会　

通
常
総
会
開
く
〜

グループ発表を行う馬渕修さん班長から班員に再度説明が行われました

研
修
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
交
流
を

〜
Ｊ
Ａ
と
こ
ろ
青
年
部　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
開
く
〜

将
来
の
本
町
農
業
に
お
け
る

　 
担
い
手
対
策
の
推
進
強
化

　

そ
の
後
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
班
長
か
ら
班
員
に
再
度
複
式
簿

記
の
説
明
が
行
わ
れ
、
部
員
間
の

理
解
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
習
会
に
参
加
し
た
部
員
は

「
自
分
が
経
営
す
る
ま
で
に
決
算

の
知
識
や
簿
記
の
知
識
を
定
着
さ

せ
て
お
き
た
い
。
今
回
の
学
習
会

を
通
し
て
以
前
よ
り
理
解
が
深
ま

っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

決
算
書
に
関
す
る
学
習
会
〜
入
門
編
〜

ー
Ｊ
Ａ
と
こ
ろ
青
年
部
学
習
会
ー

課
の
所
貢
範
係
長
が
来
賓
と
し
て

出
席
し
、
川
上
組
合
長
が
代
表
し

て
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
拓
殖
大
学
北

海
道
短
期
大
学
の
学
生
３
名
の
受

入
や
、
今
後
の
担
い
手
対
策
の
参

考
に
す
る
た
め
に
実
施
し

た
視
察
研
修
な
ど
、
令
和

元
年
度
事
業
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
事
業
計
画

で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

拓
殖
短
大
生
の
受
入
や
役

員
の
選
任
が
行
わ
れ
、
全

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
役
員
は
次
の
通
り　

　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

会
　
長

　
　
林
　
　
健
志
（
再
）

副
会
長

　
　
佐
藤
　
文
彦
（
再
）

理
　
事

　
　
梅
田
　
俊
則
（
再
）

　
　
清
井
　
俊
幸
（
再
）

　
　
石
田
　
雄
三
（
再
）

つ
ぐ
の
り

　

Ｊ
Ａ
と
こ
ろ
青
年
部
は
１
月
27

日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
で
決
算
書
に
関

す
る
学
習
会
～
入
門
編
～
を
テ
ー

マ
に
Ｊ
Ａ
と
こ
ろ
青
年
部
学
習
会

が
開
か
れ
部
員
28
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

同
学
習
会
は
、
当
Ｊ
Ａ
営
農
企

画
課
の
木
村
紘
暢
係
長
が
講
師
と

な
り
、
農
業
経
営
を
し
て
い
く
上

で
必
要
と
な
る
複
式
簿
記
の
説
明

が
さ
れ
ま
し
た
。

ひ
ろ
の
ぶ
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Ｒ２年度事業start!!

開会の挨拶を述べる
寺町部長

　

Ｊ
Ａ
と
こ
ろ
女
性
部
（
寺
町
敬
子
部
長
）

は
１
月
21
日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
で
女
性
部
員
55

人
が
参
加
し
、
第
64
回
通
常
総
会
を
開
き
ま

し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
寺
町
部
長
よ
り
「
第
64

回
の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
い
ま

ま
で
何
回
も
総
会
を
重
ね
て
き
た
こ
と
は
、

過
去
に
先
輩
た
ち
が
色
々
な
思
い
を
し
て
今

に
繋
げ
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
十
勝

の
引
退
さ
れ
た
組
合
長
が
組
合
員
に
向
け
残

し
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
俺
は
全
国
一
人
ひ

と
り
の
農
民
の
た
め
に
一
日
一
日
が
任
期
で

あ
る
と
決
意
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
。
人
が

社
会
を
作
り
人
が
社
会
を
動
か
す
。
世
の
中

は
人
が
作
り
、
人
と
人
と
の
出
会
い
に
よ
っ

て
世
の
中
が
作
ら
れ
る
。
こ
れ
は
女
性
部
活

動
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

こ
と
も
全
て
当
て
は
ま
る
と
思
い
ま
す
。
最

後
の
一
文
で
は
農
協
は
素
晴
ら
し
い
交
響
楽

団
で
あ
る
。
一
人
ひ
と
り
の
奏
者
、
即
ち
組

合
員
・
役
員
・
職
員
・
家
族
が
指
揮
者
、
即

ち
組
合
長
の
指
揮
棒
に
一
矢
乱
れ
ず
つ
い
て

い
っ
て
初
め
て
立
派
な
演
奏
が
出
来
る
の
で

あ
る
。
農
協
の
運
営
成
果
は
そ
う
し
て
あ
げ

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
組
合
長
と
し

て
の
立
場
で
話
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、
自

分
の
立
場
に
置
き
換
え
た
と
き
に
家
族
で
あ

っ
た
り
身
近
な
友
人
で
あ
っ
た
り
自
分
が
み

ん
な
の
た
め
に
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
想
い

で
綴
ら
れ
た
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
女
性
部
活
動
に
つ
い
て
は
色
々
と
意
見
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
総
会
の
時
に
忌
憚

の
な
い
意
見
を
い
た
だ
い
て
Ｊ
Ａ
と
こ
ろ
女

性
部
が
益
々
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
皆
さ
ん

と
共
に
こ
の
総
会
を
も
っ
て
進
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

　

Ｊ
Ａ
と
こ
ろ
女
性
部
（
寺
町
部
長
）
の
目

的
別
グ
ル
ー
プ
の
パ
ソ
コ
ン
部
会
が
１
月
16

日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
17
の
開
発
目
標
）
に
つ
い
て
の
講
習
会
を

行
い
、
部
会
員
ら
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
ｄ
ｅ
ｓ
ｃ
ｒ
ｉ
ｂ
ｅ　

ｗ
ｉ
ｔ

ｈ
代
表
の
高
橋
優
介
氏
を
招
き
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
は
何
か
や
必
要
性
に
つ
い
て
カ
ー
ド
を
使

っ
た
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
学
び
、
カ
ー
ド
に
記

載
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
経
済
・
社
会
・
環

境
の
３
つ
の
観
点
か
ら
10
年
後
の
日
本
を
想

定
し
て
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
カ

ー
ド
の
内
容
を
把
握
せ
ず
行
っ
た
結
果
、
途

中
経
過
で
高
経
済
で
は
あ
る
も
の
の
社
会
や

環
境
が
壊
滅
的
に
な
る
場
面
も
あ
っ
た
。
こ

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
し
っ
か
り
と
勉
強
し
実
践
し

て
い
く
こ
と

で
今
後
の
世

界
全
体
が
豊

か
に
な
る
と

思
う
」
と
話

し
ま
し
た
。

す
」
と
の
挨
拶
後
、
当
Ｊ
Ａ
川
上
和
則
組
合

長
を
始
め
と
す
る
３
人
よ
り
温
か
い
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
岐
阜
地
区
の
林
美
知
子
氏
が
選

出
さ
れ
、
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
事
業
報
告
の
承
認
に
続
き
、

令
和
２
年
度
事
業
計
画
が
提
案
さ
れ
、
全
て

の
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
に
は
昨
年
11
月
に
行
わ
れ

た
組
合
員
研
修
「
夢
さ
が
し
塾
」
に
参
加
し

た
部
員
よ
り
研
修
内
容
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
午
後
よ
り
暮
ら
し
と
ヨ
ガ
ｓ
ｕ
ｎ

ｙ
ａ
の
湊
靖
代
氏
を
講
師
に
招
き
「
た
つ
む

ら
式
指
ヨ
ガ
」
の
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

手
指
の
ヨ
ガ
を
行
う
と
身
体
の
不
調
が
改
善

さ
れ
る
こ
と
か
ら
部
員
た
ち
は
熱
心
に
ヨ
ガ

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

湊氏（左）と一緒に指のストレッチをする
部員の皆さん

議案審議をする部員

活
発
的
な

総
会
で
新
年
度
始
ま
る
！

ー
Ｊ
Ａ
と
こ
ろ
女
性
部
通
常
総
会
ー

今
注
目
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

       

に
つ
い
て
学
ぶ

エ
ス　

デ
ィ
ー　

ジ
ー　
　

ズ

写真上：SDGsについて説明する高橋氏
写真下：カードの内容を考える部員の皆さん
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笑
顔
で
育
む
絆
、次
世
代
へ
と
紡
ぐ
！

〜
第
26
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
部
大
会
・
家
の
光
大
会
〜

　

Ｊ
Ａ
と
こ
ろ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ

ュ
ミ
セ
ス
部
会
（
林
理
沙
部
会

長
）
は
、
１
月
23
日
に
Ｊ
Ａ
会
議

室
で
部
会
員
21
人
が
出
席
し
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
の
集
い
」
を
行

い
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
林
部
会
長
よ

り
部
会
員
の
協
力
の
も
と
１
年
間

の
行
事
が
無
事
全
て
終
了
し
た
こ

と
へ
の
感
謝
と
集
い
で
活
発
的
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
欲
し
い
と

の
挨
拶
後
、
来
賓
と
し
て
当
Ｊ
Ａ

女
性
部
の
寺
町
部
長
が
挨
拶
を
行

い
、
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
活
動
報
告
及
び
令

和
２
年
度
事
業
へ
の
取
組
な
ど
の

全
て
の
議
案
が
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
Ｊ
Ｈ
Ｓ
（
ジ
ャ
パ
ン
ハ

ー
ブ
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
）
北
見
支
部

長
の
加
藤
三
枝
子
氏
を
招
き
【
ア

ロ
マ
ワ
ッ
ク
ス
】
作
り
を
行
い
ま

し
た
。
星
や
ツ
リ
ー
な
ど
の
型
を

選
び
、
飾
り
た
い
花
の
デ
ザ
イ
ン

を
し
た
後
、
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
自

分
で
選
ん
で
作
り
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
デ
ザ
イ
ン
が
光
る
ア
ロ
マ

ワ
ッ
ク
ス
作
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
改
選
も
行
わ
れ
、

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性
協
議
会
主
催

の
第
24
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性
協
議

会
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
北
海
道

交
流
集
会
が
１
月
28
日
～
29
日
、

札
幌
市
「
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
」
で

行
わ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
セ
ス
部
会
か
ら
林

理
沙
さ
ん
と
清
尾
和
歌
奈

さ
ん
が
出
席
。
１
日
目
に

行
わ
れ
た
「
フ
レ
ミ
ズ
活

動
”

わ
た
し
の
一
歩

“
」

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
清
尾

さ
ん
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
区

を
代
表
し
発
表
、
堂
々
の

発
表
で
見
事
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
！

　

発
表
さ
れ
た
内
容
は
今
後
、
全

国
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
へ
応
募
さ

れ
ま
す
。

実
り
あ
る
１
年
へ
向
け
新
年
度
ス
タ
ー
ト

新
役
員
が
次
の
通
り
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
（
敬
称
略
）

○
部 

会 

長
　
小
林
　
愛
子

　
（
土
佐
・
共
立
・
豊
川
地
区
）

○
副
部
会
長
　
土
田
　
寛
子

　
　
　
　
　
　
　
（
富
丘
地
区
）

　

全
日
程
終
了
後
、
「
北
天
の
丘

あ
ば
し
り
湖
鶴
雅
リ
ゾ
ー
ト
」
に

移
動
し
、
部
会
員
17
人
が
参
加
し

懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
役
員
の
考
え
た
ゲ

ー
ム
２
種
と
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
大
会

な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
部
会

員
同
士
の
交
流
が
深
ま
り
ま
し
た
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
の
集
い
に
21
人
参
加

研修会終了後参加者全員で記念撮影参加者全員で
女性部綱領朗唱

受賞した清尾さん

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
受
賞
!!

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
協
議
会

は
２
月
４
日
～
５
日
の
日
程
で
、

第
26
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
部

大
会
・
家
の
光
大
会
を
網
走
市

「
網
走
湖
荘
」
で
開
き
、
管
内
の

女
性
部
約
２
８
０
人
、
当
Ｊ
Ａ
女

性
部
か
ら
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ

Ａ
女
性
協
議
会
の
黑
須
倫
子
会
長

が
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
来
賓
の
方
々

か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、「
25
年
の
時
を
経
て
～
多

く
の
出
会
い
に
育
て
ら
れ
て
～
」

と
題
し
、
ソ
チ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

金
メ
ダ
リ
ス
ト
狩
野
亮
氏
の
母
で

あ
る
狩
野
照
美
氏
が
講
演
を
行
っ

た
後
、
各
種
報
告
と
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、
全
体
の
懇
親
会
が

行
わ
れ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は

６
Ｊ
Ａ
の
女
性
部
と
各
地
区
の
女

性
部
長
た
ち
に
よ
る
踊
り
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
「
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ

の
か
ご
作
り
」
を
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ

ク
網
走
女
性
部
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ

Ａ
女
性
協
議
会
役
員
の
皆
さ
ん
が

講
師
と
な
り
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
、
各
地
区

の
女
性
部
が
手
作
り
し
た
加
工
品

や
手
芸
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
お

り
、
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
富
丘
支
部
の

石
澤
園
江
さ
ん
横
山
知
美
さ
ん
の

作
品
「
ス
ト
リ
ン
グ
ア
ー
ト
」
が

優
秀
賞
を
受
賞
。
全
道
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
・
家
の
光
大
会
で
展
示
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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退職のお知らせ退職のお知らせ

生産部長

鈴木　英夫

　

早
春
の
候
、
組
合
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
の
事
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
私
事
で
は
あ

り
ま
す
が
２
月
末
を
持
ち

ま
し
て
定
年
退
職
致
し
ま

し
た
。

　

昭
和
53
年
入
組
以
来
、

42
年
の
永
き
に
亘
り
勤
め

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
事
は
、

組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、

役
職
員
の
皆
様
の
温
か
い

ご
指
導
と
ご
厚
情
の
賜
と

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
間
、
金
融
共
済
課
、

販
売
課
を
中
心
に
他
部
署

も
含
め
業
務
を
幅
広
く
経

験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
で
学
ん
だ
教
訓

採用
職員紹介
新

皆さん
よろしくお願い
します！

①出身地　②最終出身校　③趣味・特技
④今後の抱負　⑤自己ＰＲ

門脇 鉄也
昭和49年11月生

（46歳）

農
作
業
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

　

Ｊ
Ａ
と
こ
ろ
（
川
上
和
則
組
合

長
）
は
１
月
21
日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室

で
女
性
農
業
者
に
向
け
た
農
作
業

安
全
講
習
会
を
行
い
、
女
性
農
業

者
34
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
講
習
会
は
ホ
ク
レ
ン
農
業
協

同
組
合
連
合
会
本
所
農
業
機
械
課

技
師
の
家
納
淳
也
氏
を
講
師
に
招

き
、
農
作
業
事
故
の
統
計
、
農
作

業
事
故
事
例
、
農
作
業
事
故
防
止

な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　

家
納
技
師
は
、
「
農
作
業
事
故

は
、
機
械
的
・
人
為
的
・
安
全
管

理
上
な
ど
の
要
因
が
あ
っ
て
起
き

ま
す
。
今
回
紹
介
し
た
事
故
事
例

を
忘
れ
ず
に
日
頃
の
農
作
業
に
活

か
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
出
席
者

に
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
女
性
農
業
者
は
「
運

転
席
か
ら
見
づ
ら
い
場
所
に
立
っ

て
い
る
と
と
て
も
危
険
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
ま
し
た
。
早
く
気
付

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
大
事
に
な
ら

な
く
て
済
む
こ
と
も
あ
る
の
で
家

族
全
員
で
連
携
を
と
っ
て
仕
事
を

事故事例を写真で紹介していただきました

①津別町

②津別高校

③ドライブ・音楽鑑賞

④１日でも早く仕事を覚え、組合員皆様

　のお役に立てる様に頑張ります。

⑤高校３年間、弓道を通して得ることが

　できた忍耐力と集中力を活かし多くの

　ことに挑戦していきたいと思います。

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

を
糧
に
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
に
繋
い
で
歩
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
時
代
の
変
遷
と
と
も

に
、
目
ま
ぐ
る
し
く
厳
し

さ
を
増
す
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
「
常
呂
農
業
」
を
守

る
た
め
役
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
諸
問
題
に
対
処
し

て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

常
呂
町
農
業
協
同
組
合
の

益
々
の
発
展
と
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て

退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

本
当
に
長
い
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。



第12回理事会報告〈１月27日開催〉

行事予定表行事予定表
3月１日（日）～3月31日（火）

7

閉組日3月 7日（土）

閉組日3月21日（土）

農休日3月22日（日）

閉組日3月28日（土）

常呂町４Ｈクラブ通常総会3月13日（金）

閉組日3月14日（土）

第２回定例理事会3月17日（火）

春分の日3月20日（金）

◆就業規則及び関連規程の改正について
◆職制規程の一部改正について
◆「コンプライアンス・マニュアル」の改正に
　ついて
◆経営定期点検実施要領の一部改正について
◆資金貸付に伴う農協と理事の契約(貸越極度
　額の設定)について
◆マイカーローンキャンペーン実施に伴う貸付
　金利率の設定について
◆組合員出資の減口について
◆組合員の出資金譲渡について
◆職制規程の変更について

◆令和２年度事業計画の設定について
◆令和２年度事業損益計画の設定について
◆固定資産の取得について

〈報告事項〉
◆内部監査報告について
◆馬鈴薯作付予定圃場土壌検診（シストセンチ 
　ュウ）の結果について
◆役員報酬審議会の答申について
◆組合員の加入・脱退について
◆職員の採用・退職について

読者の
声

★まちがいさがしやクロスワードパズルを
　楽しくやっています。

（富丘地区・尾角　知春さん）

★各地区の面白い取り組み、活動や料理の
　レシピなどを教えてほしいです！

（匿名希望）

先月の当選者・解答

～クロスワード・パズル～

①成長すると鶏になります
③太陽が東から昇る時分
⑥車の方向指示器のこと
⑧事故などを現場に居合わせて
　直接見ること
⑩工業○○○。○○社会。○○
　○政党
⑪地震、雷、火事、○○○
⑬真ちゅうやステンレス、はん
　だなどのこと
⑭雑巾を用意して年度末の○○
　○○○をした
⑯版画を刷るときに使います
⑰旧暦3月の異称です

二重マスの文字をＡ～Fの順に並べ替えて出来る言葉はなんでしょうか？

ヨコのカギ タテのカギ

Crossword Puzzle
①ひな人形に供える角張った食
　べ物
②守備の反対語
③サンとゴの間
④兵庫県の郷土料理。地元では
　卵焼きとも呼ばれます
⑤Ａ、Ｂ、Ｃ……と数えて11
　番目
⑦走ると切れることも
⑨京の着倒れ、大阪の○○○○
　○
⑪白井義男は日本人初のボクシ
　ング世界○○○○です
⑫骨と骨とをつなぎます
⑬白米を量るときに使う単位の
　一つ
⑭父や母の姉妹です
⑮○○して得取れ

２月号のまちがい探しの答えは、
「１、５、６、11、12」でした。
抽選の結果、次の方が当選しました。
おめでとうございます。
　　    近藤　貴子さん（豊川）
　　　　　　　　　※（ ）内は地区名です。

募
方
応
法

3

D

12

A

10

C

1 8

9

2 6

14 16

17

15

7

11

13

5

4

F B

E

　答えが解った方は、別紙の応募用紙に答えと広報誌への
ご意見・ご感想を記入の上、ＦＡＸにてご応募下さい。
　抽選で、サロマ湖鶴雅リゾートの入浴券（ペア）を１名の
方にプレゼントします。



●玉葱の播種作業が始まりましたね。倉庫
やハウス内での作業がほとんどですが、
体調管理や怪我には十分気を付けて作業
を行いましょう。

●また、新型肺炎が流行し国内の生活用品
や食料品に影響がでており、感染拡大も
予想されます。新型ウィルスは石鹸での
手洗い、アルコール消毒液が有効とのこ
とですので手洗いうがいなど最低限の予
防に努めましょう。

《営農企画課：広報担当》

若者若者
次 世 代 を 担 う

たち 玉葱の播種作業を行う中島賢人さん

　今月の表紙は、共立地区の中島賢人さん（29）です。齊藤太賀さん家族と共同で
玉葱の播種作業を行っているところを取材させていただきました。
　播種作業の合間に、これからの農業への抱負
について聞くと「経営主になった時には、まず
は、家族仲良く仕事をしてしっかりと経営する
こと。そしてどの作物においても安定して収穫
できるように研究して収量で１番になれるよう
な農家になりたい」と話され、中島さんの強い
決意を感じました。
　播種作業中にも関わらず、取材、撮影にご協
力いただきましてありがとうございました。

　福山地区の遠藤一也さんは、２月10日、ホクレ
ンが全国に配布している「アグリポート」の取材
を受けました。
　同取材は現在、夫婦で経営している事例を紹介
し、事例を通じて、夫婦が協力することで経営に
与える好影響を具体的にイメージしてもらうこと
を目的に行われました。
　遠藤農産では、平成25年に当ＪＡが独自で行っ
ている『ところ型家族経営協定』を締結し、夫婦
間での営農や生活面に関する取り決めを行い、経
営を行っています。
　取材中では、奥さんの愛さんが農業を始めた頃
の農業用語が理解できず、義父母や一也さんとあ
まりコミュニケーションが取れなかった時の苦労
話から夫婦間で協力することの強み、感謝の想い

などの内容が取り上げられました。
　取材の最後に遠藤さんは「家族経営協定では
明確に記入しないと実行に移せない部分と明確過
ぎるとお互いが疲れてしまう部分があるのでそこ
を上手く取り決めることができれば良い夫婦経営
に繋がると思う。今後の目標は、２人で考えて始
めたところピンクにんにく作りに力を入れていき
たい。今は、少しでも作業効率・簡便性に繋がるこ
とを模索し、周りの農家に広めているところで、再
び常呂町のニンニク生産量が日本一になることが
目標です」と笑顔で話しました。　
　同取材の記事はアグリポート24号に掲載される
予定です。

夫 力が婦 営農協 して すること

取材に答える愛さん（中央）

チーズ作りに参加した皆さん モッツァレラチーズを作る会員

土壌診断の診断書を見て打合せ

～遠藤一也さん・愛さん夫妻がホクレンの営農情報誌「アグリポート」の取材を受ける～
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